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1．はじめに

2023年 3月 15日から 17日まで沖縄県青年会館
で開催された MVE 研究会に参加し，「プロテウス
効果による姿勢改善を促進するシステムの提案」と
いう題目で発表を行った．

2．研究概要

2.1 研究背景
現在，デスクワークやスマートフォンなどの人類
史で比較的新しい機器を使用する際に長時間同じ姿
勢を維持したことで，筋肉が膨張し姿勢が悪くなり
猫背の人が増える傾向にある．猫背は筋肉の緊張に
よる痛みや胸郭が圧迫されることによる呼吸障害と
いった身体に対して悪影響を与える可能性がある．
猫背を改善する方法として，身体的な取り組みと意
識的な取り組みの二種類が考えられる．身体的な取
り組みは筋トレやストレッチなどがあり，これは動
画や記事を参考に自主的かつ具体的に行うことがで
きる．しかし，意識的な取り組みは「普段から猫背
になっていないように気を付ける」という風に参考
にできるような手法などがなく，本人の自主性に依
る部分が大きい．そこで意識的な改善方法を提供す
る必要があると考え，プロテウス効果による姿勢改
善を促進するシステムを提案しました．

2.2 プロテウス効果
プロテウス効果とは，オンラインゲームなどの

「自身の分身となる仮想空間上のアバタの見た目が
ユーザの心理的状態・態度・振る舞いに影響を与え
る」とされている心理効果で，アバタの見た目が変
わると，実際の行動や心の動きが別人のように変わ
るものである．

先行研究において，VR 空間内においてアインシ
ュタインのアバタを操作すると認知能力の向上や，
白人の被験者が黒人のアバタを体験することによっ
て黒人への人種差別的偏見が低減することが確認さ
れている．

3．提案手法

3.1 実験の流れ
本実験は VR 空間内でアバタを操作して行い，
以下の二部の実験からなる．
まず，アバタに対する没入感を高める没入タスク
を行う．被験者が手で触れると消滅し別の場所に出
現する赤色のキューブを 3分間触れるというもので
ある．本タスクの狙いは身体を大きく動かすことに
より現実身体と VR 空間内の操作しているアバタ
が同期していることを強く意識させることにある．
また同期の意識を高めるためにタスク中，被験者の
正面・左斜め前・右斜め前に全身が映る鏡を配置し
ている．
次に，自身の姿勢を確認する鏡タスクを行う．被
験者の左側に全身を映す鏡が出現し，被験者は身体
を正面に向けたまま顔だけを鏡の方向へ向け，2分
間鏡に映る自身のアバタを確認する．この時，アバ
タは条件 1．背筋が伸びている状態から猫背へ遷移
し，再び背筋が伸びるという変化を繰り返す．条件
2，アバタの姿勢に変化は起こらない．のいずれか
のアニメーションが適応される．順序効果を緩和す
る目的で，条件 1の後に条件 2を体験するグループ
A と，条件 2の後に条件 1を体験するグループ B

の 2グループを用意した．
被験者には，被験者情報を記入する事前アンケー
トと条件を一つ終えるごとにアンケートに回答させ
た．評価方法は，アバタと自身の姿勢を評価するア
ンケートと VR 体験の没入感に関する全般的な評
価をする IPQ の 2つである．アバタと自身の姿勢
を評価するアンケートの内容を以下に示す．

1．アバタに対して没入感を感じたか
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2．アバタの姿勢が変化していることに気が付い
た

3．以前の姿勢に対する意識と比べて姿勢をどれ
ほど意識したか

4．鏡タスク中に注目した部分

1-3項目は 1～5点の 5段階で評価を行った．特
に第 3項目は実験以前の姿勢に対する意識を 1と
し，普段の意識と比べてどれほど意識したか回答さ
せた．また第 4項目は部位を自由に記述させた．ま
た本実験の実験空間を以下に示す（図 1）．

3.2 実験結果
被験者は 21歳から 29歳の男性 9名で行い，全員
が HMD を用いた VR を体験したことがあると回
答した．
鏡タスク中に姿勢が変化する条件（猫背有条件）
と姿勢が変化しない条件（猫背無条件）において，
実験前と比較した自身の姿勢に対する意識の評価に
ついての比較を行った．猫背有条件の中央値が 3

（平均値＝3.22），猫背無条件の中央値が 1（平均値
＝1.89）となった．t 検定をおこなったところ，両
条件間において（p-value＝0.02357）有意差（p＜
0.05）があった．

4．考察

実験結果より，姿勢変化がある条件を見せた方が
姿勢変化がない条件と比べて，被験者の姿勢に対す
る意識に変化をもたらしたことが考えられる．また
事前アンケートにて普段から姿勢はよく，姿勢を直
す意識を持っていないと回答した被験者は「猫背ア
バタが姿勢を正す様子を見ていると，自分の姿勢に
対しても意識が向き，姿勢を正さなければいけない
ように感じた．またそれからはずっと姿勢に対して
意識が向かっていた．」といった意見を述べていた．
自身の姿勢に対して意識をもっていなかったにもか
かわらず，本タスクにおいて姿勢に対する意識が見
られたことから，プロテウス効果が働いていたと考
えられる．よって姿勢が変化している中の，特に姿
勢がよくなったタイミングでプロテウス効果が誘発
され，アバタの姿勢と同様の姿勢を現実空間でも取
るようになったと考えられる．
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図 1 実験空間

― S-56 ―


